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2021 年度 六稜剣友会総会 議事録 

開催日時：2022 年 3 月 5 日（土） 

会場：北野高校応接室＋オンライン 

議事録作成者：橋田礼博（124 期） 

 

出席者： 掛谷先輩（81 期）※、小西先輩（93 期）、佐本先輩（94 期）※、西田先輩（95 期）、安田

先輩（95 期）※、中島先輩（102 期）、米虫先輩（103 期）、林下先輩（111 期）※、橋田

（124 期） 

※印の先輩は、オンラインにて参加 

 

議事の確認 

会長の小西先輩より、出席者の先輩方、および議事内容について紹介があり、以下の内容に

て議事進行がなされた。 

1. 2021 年度 2022 年度活動報告：事務局長（中島先輩）  

2. 2020 年度決算報告：会計幹事 （代理：小西先輩） 

3. 2021 年度予算審議：会計幹事 （代理：小西先輩） 

4. 役員改選：小西先輩 

5. 六稜同窓会 150 周年記念事業募金について：小西先輩  

6. 現役報告：顧問（西田先輩） 

 

2021 年度活動報告および 2022 年度活動予定 

2021 年度の剣友会活動内容について、事務局長の中島先輩より報告があり、内容について

確認がなされた。 

 月例 OBOG 稽古会は年末年始（12/29、1/4）を除いて予定通り開催された旨、報告がなさ

れた。 

 天王寺高校定期戦についても 2021 年度は現役生のみ開催され、結果について報告が

なされた。また、ここ2 年コロナの影響で中止とされてきたOBOG交流稽古会についても、

状況を見極めながら次年度以降開催できるよう調整していく旨、確認がなされた。 

＜男子の部＞2 勝 3 敗で天王寺の勝ち  

＜女子の部＞0 勝 2 敗 3 分で天王寺の勝ち 

 六稜剣友会会報（六稜剣友会新聞）の発行について、今年度は山本先輩（97 期）および

橋田の 2 名体制で行われ、次年度以降も現体制で継続していくことが確認された（関西

での業務：山本先輩、関東での業務：橋田）。 

 ご昇段、訃報連絡について以下の通り報告があった。 

＜ご昇段＞【七段昇段者】足立礎子先輩(96 期)、根来宏光先輩(106 期)  

＜お悔やみ＞埜口健三先輩(79 期) 
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2020 年度決算報告、2021 年度予算報告 

 2020 年度決算（会計監査報告含む）および 2021 年度予算について小西先輩より別紙の

通り報告があり、内容について承認された。 

 また、掛谷先輩より、剣友会経費運用について、現役部員の希望がなるべく通るようにな

されているかどうかについて質問があり、現状としては激励会開催や合宿・遠征費等に充

てられている旨、顧問の西田先輩より回答があった。また、今後も現役部員への有効な活

用方法、新たな活用方法についても、状況に応じて模索を続けていく旨、確認がなされ

た。西田先輩が顧問をされている関係から現在は上手く現役生の希望を吸上げられてい

る。将来に渡り現役生の希望を吸い上げる仕組み作りは今後の検討課題となる。 

 

役員改選 

 六稜剣友会の役員改選（別紙）について小西会長より報告がなされ、承認された（承認内

容は、以下の通り）。 

木谷先輩：相談役から勇退  

足立先輩：事務局長から勇退  

中島先輩：事務局長就任  

松田先輩：会計兼務  

橋田先輩：理事就任 

 

六稜同窓会 150 周年記念事業募金について 

 小西先輩より、北野高校創立 150 周年記念事業の 1 つに、現役生の部室の新調（六稜

倶楽部）が計画されている旨説明があった。その上で、当該事業の中に現役剣道部員が

使用している部室の新調も含まれていることから、剣友会としても寄付を行う旨、提案があ

った。その結果、剣友会として 15 万円 を六稜同窓会に寄付することが承認された。 

 

現役報告 

 顧問の西田先輩より現役生の活動内容について報告がなされた。特に現在現役部員の

数が少ない中、個々の部員が公式戦等でも実力を発揮し、一歩一歩レベルアップしてい

る旨や、今後も現役生に対する支援、稽古に関するお願いの呼びかけについて、報告が

なされた。 

 

その他 

 今回参加された先輩方より、一言ずつ近況報告等がなされた。 

 

次回総会実施予定；2022 年 12 月末 稽古納め時 


